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図1 集合写真

今回の韓国釜山ロボット系グローバルPBLでは、全日程8月19日（水）から8月28日（金）までの期間で、Pusan National UniversityのJunghan Kwon先生、Sang Rok
Jin先生の研究室の２研究室に分かれて滞在し、これらの２研究室のご協力をいただきながら、ロボットに関する課題に取り組む内容となっている。芝浦からは、電
気電子工学課程　電気・ロボット工学コースの1年生、2年生の合計12名が参加した。芝浦からの教員3名とTA2名がサポート対応を行った。今回のgPBLでは、２研
究室のそれぞれをさらに2つずつに分けて、４チームで、それぞれの課題に取り組んだ。Junghan Kwon研究室のチームA・Bでは、ROS2を用いて移動ロボットのナ
ビゲーションに関する課題に取り組んだ。シミュレーションや実機を用いながら、移動ロボットを自律走行させる課題に取り組んだ。Sang Rok Jin研究室のチーム
A・Bでは、モデリングソフトと３Ｄプリンタを用いて、ワイヤ駆動のアームの部材を設計し、Arduinoを用いて、そのアームの動作を実現した。学生たちは、それぞれ
のグループで、最終発表を行い、自分たちの取り組みについて、発表を行っていた。
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2026年08月19日
～2026年08月28日

大韓民国 釜山大学校
・電気・ロボット工学コース
・学部2年生、学部1年生

（芝浦工業大学）
学生12名、 学生バイト2名、
教員3名
（釜山大学校）
学生6名、 学生バイト3名、
教員2名

 2026年度グローバルPBL（派遣）実施報告 

韓国釜山国立大学ロボット工学ｇPBL
実施期間 実施国 共同実施機関 対象 参加者 本学担当教員

画像などコンテンツの無断転載を禁じます。


